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お問い合わせ

ミカタプロジェクト三重県サテライト
自動車部品製造企業の業態転換や新分野への挑戦を支援

企業の悩みを

解決

試作・開発に活用できる
補助金はないの？

マッチングの機会が不足

特許に関する相談がしたい

最新情報が不足
業態転換、事業再構築等
のアドバイスがほしい

経営改善の相談がしたい

事業承継の相談がしたい

電動化が加速
部品点数減

　「この先も今の仕事を続けていけるのか」
　「カーボンニュートラルの実現に向けた新しい流れについていけるのか不安だ」
　そんな声が県内の自動車関連中小企業の皆さまから多く聞かれるようになってき
ました。

　こうした不安や悩みに寄り添いながら、次の一手を一緒に考えるための新たな支
援として、自動車産業に精通したコーディネーターが企業を訪問し、業態転換や新
分野展開に向けた検討、関係機関との橋渡し、技術交流会の開催などを進めてい
きます。

支援メニュー
自動車専門コーディネーターによる伴走支援
　企業訪問やヒアリングを通じて、現在の取引状況や技術、
人材、経営課題などを丁寧に整理し、そのうえで、自社の強
みを生かした業態転換や、新たな分野への展開の方向性を
一緒に考えていきます。
　「まずは話を聞いてみたい」という段階から相談できます
ので、お気軽にご相談ください。

支援メニュー 内　　　容
企業訪問、ヒアリング 現状の取引状況や技術、課題を丁寧にヒアリング

課題整理と方向性検討 強みを生かした事業転換・新分野展開の方向性を整理

専門家による伴走支援 経営・技術・販路などの専門家が継続的にサポート

支援策のマッチング 補助金や技術支援など、最適なメニューをご紹介

技術交流会 ニーズ企業とシーズ企業のマッチング

相談/訪問対応：22社

相談対応事例 1 相談対応事例 2
プレス金型製作加工会社 金属プレス加工会社
自動車のEV化の流れからプレス金型の物量が減少傾向にあり、新たな取引
先を開拓したい。自社の設備を活用して新しい分野の受注拡大を進めたい。

現状の会社経営は順調ではあるものの、先が
見えない時代のため､先を模索していきたい。

今まで積極的に受注を行ってこなかったので、自社の強みを明確にして展示会
に出展し、他業種にも積極的に営業活動を実施中。中期経営計画に沿って黒
字化を目指す。

自社の強みや顧客ニーズを明確にして、事業
計画を策定し新規顧客開拓を支援中。

支援の流れ

ミカタプロジェクト 国が令和4年度から実施している、自動車の構造変化等の影響を受ける中堅・中
小の自動車部品サプライヤーの新事業進出や事業成長等を支援する事業です。全国各地域に地域支
援拠点を設けており、愛知県、岐阜県、三重県は中部産業連盟が担当です。

自動車専門コーディネーター
⃝自動車産業に精通した当センター（北勢支所）のコーディネーター。
⃝県内各企業を直接訪問するなどし、業態転換等に関するご相談を無料でお受けします。
⃝ミカタプロジェクトの地域支援拠点とも連携しています。

ステップ１
自動車専門コーディネーター等
による個別相談／企業訪問

ステップ２
企業の諸課題を
把握

ステップ３
最適な支援メニュー
へつなぎます

三重県
■CN・EV等に関するセミナー 最新動向・技術／電動化部品の分解展示
■マッチングの実施 アドバイザーによる支援／展示会の開催／商談機会の提供
■大学・公設試等との技術開発・試作に係る補助金

三重県産業支援センター
■よろず支援拠点　　　　　　　　■INPIT知財総合支援窓口
■事業承継・引継ぎ支援センター

国（経済産業省）
自動車産業「ミカタプロジェクト」 専門家派遣による伴走支援

https://www.miesc.or.jp/support/contents/1541/
HPはこちら ➡

公益財団法人三重県産業支援センター 北 勢 支 所

〒514-0004 三重県津市栄町1丁目891番地 三重県合同ビル4階・5階
TEL 059-228-3321　FAX 059-226-4957
https://www.miesc.or.jp/　  soumu@miesc.or.jp

〒510-0805 三重県四日市市東阿倉川788（三重県工業研究所窯業研究室 施設内）
TEL 059-327-5830　FAX 059-327-5831
https://www.miesc.or.jp/support/project/8/

 h-miesc@miesc.or.jp
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